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募集
開始 博士号

取得支援事業

2018(平成30)年度

■ 採用予定人数
特に人数は定めません。

■ 助成金の支給
・支給金額は一人あたり年間50万円
・支給期間は１年
・支給日は2019年３月

■ 応募資格
以下の条件を満たす者
・50歳以上（性別、国籍、所属を問わない）
・日本国内に在住している者
・博士課程（博士後期課程を含む）に在籍
するか、論文博士号の取得をめざし、か
つ実行性の高い研究計画書を作成した者、
もしくは博士論文の一部をすでに作成し
た者

・日本国内の大学で博士号を取得予定の者
・当財団のホームページ及び情報誌にて、
　氏名・年齢・研究タイトル・写真の公開
　を了承する者

■ 応募方法
（１）提出書類
　　　・指定申請書
　　　・身元証明書
　　　・研究計画書
　　　・推薦書　　ほか
　　　詳細は募集要項でご確認ください
（２）応募締切日
　　　2018年12月14日（金）必着

■ 選考
提出書類および面接により選考

生涯学習開発財団は、「人間は感動する心を失わず、何ごとかを学び続ける限り、年齢にとらわ
れない生き方をすることができる」という理念のもと1983年に設立されました。
平均寿命が延びる今、定年後も学習を継続し、社会へ貢献し続ける中高年の存在は、日本社会
にとって大きな支えとなります。
財団では、現在博士号の取得を目指す50歳以上の方々を対象に、2011年度から支援事業を行っ
ております。この取り組みを通して、来るべき高齢化社会の生涯学習を促進し、よりよい社会作
りに貢献することをめざしています。
本事業は、国籍や性別を問わず、また、研究領域は文系・理系を問いません。独創的で社会的な
意義のある研究を行い、博士論文を執筆中あるいは提出が予定されているすべての方に門戸は開
かれています。皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。

一般財団法人 生涯学習開発財団  博士号取得支援事業部
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-1-20  虎ノ門実業会館9階   TEL 03-3508-4551
募集要項・申請書は➡ http://www.gllc.or.jp  E-mail  hakushi@gllc.or.jp

お問合せと募集要項の請求は下記まで
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財
団
理
事
長
・
松
田
妙
子
が
名
誉
会
員
と
し
て

日
本
公
演
を
支
援
し
て
い
る
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
男
声
ア
・
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
〈
ク
ロ
コ
デ
ィ
ロ

ス
〉。
今
年
も
世
界
12
か
国
20
都
市
を
周
る
ツ
ア

ー
の
中
、
６
月
25
日
に
来
日
し
た
。
宿
泊
し
た
シ

ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
・
モ
ブ
に
始
ま
り
、
東
洋
英
和
女
学
院
大
講
堂

で
の
コ
ー
チ
・
エ
イ
主
催
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
タ
リ

ア
文
化
会
館
ア
ニ
ェ
ッ
リ
ホ
ー
ル
、
倶
楽
部
グ
リ

ー
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
（
帝
京
平
成
大

学
冲
永
記
念
ホ
ー
ル
）
な
ど
が
、
ま
た
各
所
で
の

パ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

７
月
２
日
に
は
北
陸
新
幹
線
に
て
石
川
県
に
移

動
。（
公
財
）
石
川
県
音
楽
支
援
事
業
団
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
交
流
が
行

わ
れ
た
。
い
し
か
わ
特
別
支
援
学
校
で
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
お
礼
と
し
て
、
産
業
技
術
コ
ー
ス
の
生

徒
た
ち
が
作
っ
た
ケ
ー
キ
の
お
も
て
な
し
を
受
け

た
。
県
立
金
沢
二
水
高
校
と
の
交
流
で
は
、
リ
ハ

ー
サ
ル
を
行
っ
た
７
月
３
日
の
夜
、
ク
ロ
コ
デ
ィ

ロ
ス
メ
ン
バ
ー
が
生
徒
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
、
翌
日
い
っ
し
ょ
に
登
校
。
学
校
内
の
ガ
レ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
同
校
合
唱

部
と
い
っ
し
ょ
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
披
露
し
た
。

　

実
は
今
年
、
松
田
妙
子
が
支
援
を
始
め
て
30
周

年
を
祝
う
意
味
も
あ
り
、
多
数
の
ク
ロ
コ
デ
ィ
ロ

ス
Ｏ
Ｂ
が
訪
れ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
松
田
妙
子

に
加
え
、
娘
の
佐
藤
梨
奈
（
当
財
団
事
務
局
長
）、

佐
藤
玖
美
姉
妹
に
も
名
誉
会
員
の
称
号
と
記
念
品

が
ク
ロ
コ
デ
ィ
ロ
ス
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

　

生涯学習開発財団
国際交流事業

活 動 紹 介

ハーバード大学クロコディロス
2018日本公演

レポート
6 / 2 5〜7 / 5

←今年の世界ツアーに
選ばれた栄誉ある12名。

↑早稲田大学
OBら に よ る
倶楽部グリー
と 記 念 撮 影。
今回は12回目
の 合 同 コ ン
サート。

←クロコディ
ロスOBも2人
登場し14人で
歌った。

↑アクションをしながらしっかりハモるのはすごく難しいのです。

↑ホールによってステージの表情もさまざま。（上）東洋英和女学院中
等部高等部大講堂。（下）イタリア文化会館アニェッリホール。
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←クロコディロスから名誉
会員に認定された佐藤姉妹
に贈られた記念品。

←↑いしかわ特別支援学校にて。コン
サート後には子どもたちからお礼が。

↑→高い音響特性を持つ石
川 県 立 音 楽 堂 コ ン サ ー ト
ホールでのランチコンサー
ト。クロコディロスの美し
いハーモニーがさらに素晴
らしく響いた。

←↑石川県立金沢二水高校のガレリアにてコンサート。全国にも名
が通った名門合唱部と「ふるさと」のコラボレーションも。

↑→東京公演最終日に、アッ
ピアアルタ西麻布にて開催さ
れた、松田妙子主催のパー
ティーにて。

→クロコディロスメンバーと家族
で来日してくれたOBに囲まれて、
財団新理事の熊丸羽衣子。

↓メンバーがこんなに!?  なんと10名以上のOBが集まってくれました。

↓クロコディロスと高校生との音楽交流は地元の新聞でもニュースに。

石
川
県
の
高
校
生
た
ち
と
も

音
楽
交
流
を
し
ま
し
た
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■ 

夢
は
必
ず
叶
え
て
き
た

　

子
供
の
頃
か
ら
夢
を
叶
え
て
き
た
小
西
さ
ん
。
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
も
、
気
象
予
報
士
に
も
な
っ
た
。
海
外
の
大
学
院
へ

留
学
も
、
本
の
執
筆
も
。
そ
し
て
博
士
号
も
…
…
。

　

小
西
雅
子
さ
ん
は
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
の
自
然
保
護
室
室

次
長 

兼 

気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
る
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
は
環
境
保
全
や
自
然
と
人
間
が
共
生

す
る
た
め
の
研
究
、
そ
し
て
社
会
に
向
け
た
政
策
提
言
を
す

る
公
益
財
団
法
人
。
パ
ン
ダ
の
マ
ー
ク
で
有
名
だ
。

　

テ
レ
ビ
局
で
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
、
世

界
中
で
異
常
気
象
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い

た
。
温
暖
化
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、
経
済
原
理
を
活
か
し

て
環
境
保
全
を
追
求
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
取
引
制

度
を
知
り
、
そ
の
仕
組
に
強
い
感
銘
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
公
共
政
策
大
学
院
に
入
学
。
排
出
量
取

引
制
度
の
権
威
の
も
と
で
修
士
号
を
取
得
。
２
０
０
５
年
に

日
本
へ
帰
国
し
た
際
、
研
究
を
活
か
せ
る
人
材
募
集
を
し
て

い
た
の
が
Ｗ
Ｗ
Ｆ
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
研
究
や
メ
デ
ィ
ア
対

応
を
し
て
い
く
中
、
博
士
号
を
取
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
っ
た
。
夢
は
必
ず
叶
え
た
い
。
仕
事
と
両
立
さ
せ
効
率

よ
く
最
短
で
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
２
０
１
５
年
に
法

政
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
入
学
し
た
。

■ 

経
験
を
活
か
し
た
独
自
性
の
あ
る
テ
ー
マ

　

自
分
が
得
意
で
独
自
性
の
あ
る
博
士
論
文
と
は
。
テ
レ
ビ

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
で
の
経
験
。
環
境
保
全
の
最
前
線
Ｗ
Ｗ
Ｆ

で
の
経
験
。
両
方
を
合
わ
せ
れ
ば
、
自
分
だ
け
の
独
自
性
が

出
せ
る
と
思
っ
た
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
小
西
さ
ん
は
、
２
０
０
８
年

か
ら
２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定
ま
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
に

環
境
問
題
の
情
報
提
供
や
レ
ク
チ
ャ
ー
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
し
た
。
環
境
保
全
は
、
科
学
、
地
政
学
、
経
済
学
、

政
治
学
な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
た
め
、
記
者
自
身
の
取

材
だ
け
で
問
題
を
理
解
す
る
の
は
困
難
だ
か
ら
だ
。

　
「
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
研
究
機
関
も
含
め
て
、
成
果
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
９
年
間
や
っ

て
き
た
よ
う
な
手
法
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
環
境
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
相
互
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
環
境
政
策
の
推

進
に
役
立
つ
と
い
う
の
が
こ
の
論
文
の
結
論
で
す
」

■ 

暗
黒
の
日
々
と
自
信
喪
失

　

独
自
性
の
一
方
で
、
自
分
の
成
果
を
自
分
で
評
価
し
て
も

信
憑
性
に
欠
け
る
と
い
う
問
題
が
残
っ
た
。
関
連
論
文
を
英

国
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
出
し
た
際
、
そ
こ
を
鋭
く
突
か
れ
た
。

い
か
に
し
て
客
観
的
な
評
価
を
す
る
か
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
成
果
を

国
際
交
渉
の
文
書
か
ら
評
価
す
る
手
法
を
見
つ
け
て
、
や
っ

と
道
が
開
け
た
。
博
士
論
文
も
大
幅
な
修
正
を
求
め
ら
れ
、

暗
中
模
索
の
日
々
が
続
い
た
。

　
「
仕
事
以
外
は
ず
っ
と
論
文
と
向
き
合
い
、＂
効
率
”
ど
こ

ろ
か
、
寝
て
も
覚
め
て
も
暗
黒
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
辛
さ
を

味
わ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
指
導
教
官
の
池
田
寛
二
先
生

が
、
天
井
か
ら
細
い
蜘
蛛
の
糸
を
照
ら
す
よ
う
に
導
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
論
文
の
質
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
社
会
科
学
を
よ
り
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
糸

口
に
な
り
な
さ
い
と
励
ま
さ
れ
た
の
で
す
」

　

結
果
的
に
最
短
の
３
年
で
取
得
し
た
も
の
の
、
追
求
し
す

ぎ
る
あ
ま
り
自
信
喪
失
し
、
論
文
を
読
ま
れ
た
く
な
い
と
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
、
高
い
評
価
と
と
も
に
共
同
研
究

や
セ
ミ
ナ
ー
の
打
診
、
共
著
で
米
国
で
本
を
出
す
話
な
ど
も

届
き
、
や
っ
と
笑
顔
が
取
り
戻
せ
た
と
い
う
。
い
ま
は
、「
論

文
が
自
分
で
歩
き
始
め
、
私
を
新
し
い
世
界
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
前
向
き
だ
。

■ 

あ
な
た
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
45
歳
で
ハ
ー
バ
ー
ド
に
行
っ
た
と
き
は
、
ど
の
奨
学
金

も
年
齢
の
上
限
で
だ
め
で
し
た
。
生
涯
学
習
開
発
財
団
を
紹

介
し
て
く
れ
た
の
は
、
本
事
業
で
最
初
に
博
士
号
を
取
得
し

た
先
輩
の
池
上
萬
奈
さ
ん
で
す
。
財
団
に
と
て
も
勇
気
づ
け

ら
れ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
応
募
し
ま
し
た
。
こ
の
支
援
事

業
は
『
あ
な
た
に
期
待
し
て
い
る
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
が
苦
し
ん
だ
の
で
、
安
易
に
博
士
号
を
目
指
せ
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
で
も
、人
生
の
節
目
で
迷
っ
て
い
る
な
ら
、

自
分
が
や
り
た
い
分
野
で
輝
い
て
い
る
人
を
見
つ
け
、
勇
気

や
元
気
を
も
ら
う
と
良
い
と
思
い
ま
す
」

【
論
文
テ
ー
マ
】
気
候
変
動
政
策
推
進
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
メ
デ
ィ
ア
の
相
互
作
用
に
関
す
る
研
究　

―
―
Ｗ
Ｗ
Ｆ
戦
略
的
舞
台
裏
広
報
を
中
心
と
し
て
―
―

論
文
が
私
を
、
新
し
い
世
界
に
連
れ
て
っ
て
く
れ
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す

2018年３月　法政大学博士号（公共政策学）取得

小西雅子 さん（取得時59歳）

博士号取得支援事業
●博士号取得者インタビュー

60歳前後で博士になった先輩2人の輝かしい後ろ姿にあこ
がれた。私も誰かにそう思ってもらえたらうれしい。

祝


